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虚血性心疾患の外科療法
狭心症，心筋硬塞はわが国で、も急速に増加して来てい
る。この治療は専ら内科で行なわれているが，なかには
症状の消失しないもの，とくに働ける状態にならないも
のがある。教室ではそういったものに対する外科療法に
つき昭和 34年以来実験的，臨床的研究を行なっている。
外科的診断に重要である冠動脈造影は 80余例に行って
いる。現在この造影所見のほか臨床症状，心電図，心筋
千葉大学医学部第一外科伊藤 健次郎
スキャンニング，左室機能などから手術適応を決めてい
るので，それについて述べる。わが国では外科臨床例は
未だ少なく，演者も 3年前に Vineberg手術を始めて以
来まだ 6例に手術を行ない得たに過ぎないが，好成績を
あげているのでその経験を示すとともに広く手術適応，
術式，成績，手術奏効機序などについて現況を説明する
こととする。
いわゆる新潟水俣病と有機水銀中毒について
新潟大学脳研究所神経内科 椿 忠 雄
水俣病はアノレキル水銀が水質を汚染し，魚貝類への蓄
積を経て人体に侵入し発病せしめた特異な疾患である
が，今後同様な機構による疾患の発生する可能性は否定
できない。かかる疾患の最初の発見者は臨床家であるの
で，臨床家はつねに注意が必要である。
昭和 40年，新潟で 3名の患者が発見されたのを契機
として，①付近の全住民の調査，②医療機関調査，③死亡
者調査を行ない，全患者 26名を発見した。その後の追跡
調査により昭和 45年 9月現在 48名に増加している。こ
れには症状の遅発したものがかなり含まれる。患者増加
は，広い環境汚染をうけた際には多くの潜在患者のある
ことを示唆するものであり，演者は患者発見の手段とし
て，調査法，診断基準，その後の追跡法などについての
べ，また汚染源の追求の問題を具体的に解説する予定で
ある。
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医学の推進，向上を図り，これを日々地域社会に適用 を聞いて，医療の実像を把握，実践すべきであろう。医
して医療福祉を提供することこそ医療の本質であり，医 療経済の追求のみを主体にすることは医療の虚像に舷惑
療の実像であると思う。われわれ医人はしっかりと心眼 されることになると思う。虚像は実像があって始めて認
識されるものであって，われわれは虚像が実像に先だつ
ものでないことを銘記すべきである。この際この実像と
虚像の聞にウオーク氏のいわゆる Bridgethe Gapsす
なわち溝を埋めて，これを一体として把握することが，
人類社会に医学，医療を通じて医療哲学の基本理念を確
立することになり，また医人の生活が安定するものと思
フ。
さてわたくしはこの概念のもとにみなさまとともに医
療の実像具現の方法論について考究した。すなわち地域
の保健，医療管理、活動の設定が適切に行なわれるために
は医療機関の運営体系をいかにすれば合理的であるかを
検討した結果，オ{プン・システム病院運営による方法
がもっとも適当であると考え，以下オープン・システム
について若干検討を加えて，ご参考に供したい。 
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